
人間が言葉を話すように、コンピュータにも言葉
を理解させようという目的のもと、機械学習を用い
て自然言語処理を行う研究が従来から数多くなさ
れてきています。　

言葉の使い方のルールの自動生成の研究もその
ひとつです。たとえば、話者と聞き手の情報からの
敬語の使い分け、人称代名詞、文末の機能語からの
男言葉/女言葉の判定、また文脈からの語義曖昧性
解消（言葉の意味の検出）を例に、言語選択に関す
るルールを自動的に作成しました。また、文中に現
れる頻度から、言語選択に関係のありそうな原因表
現を特定し、素性選択も含めてコーパスから直接行
えるようにしました。

また、当研究室で力を入れている研究のひとつと
して、語義曖昧性解消があります。テキストの入力
に対して、そこで使われている言葉の意味を自動的
に識別するものです。 

通常の機械学習では、学習のデータと実行する対
象のデータのジャンルが等しいのですが、当研究室
では、テストデータと同領域の学習データがないと
いう問題に対し、それらのデータの性質から使うべ
き領域適応手法を自動的に選択することにより、全
体的な性能を上げることに成功しています。また、
学習コーパスがないときに辞書を利用して言葉の
意味を推定する研究も行っています。

また、ショッピングサイトにおける商品のカテゴ
リ分類や、テキストからのアニメ関係の用語の抽
出、対訳対の抽出、日本語を理解しない外国人ユー
ザに対する商品推薦などの研究を行ってきました。
これらはオークションやネットショッピングにお
いて、言葉の自動的な処理によって、ユーザのニー
ズにこたえ、ユーザを助けるシステムです。 
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日本語を理解しない外国人ユーザに対する商品推薦のようなことに利用・応用できます

本研究は、人間の言語理解を解明し、コンピュータによる言語の扱いやすさを向上させ

ます。
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